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2▪ AIを使いこなすスキルを修得

体験と
検証

AI 段階的
に深める

プロ

セス

• 気づく
• 培う
• 醸成

批判的

観点

AIが演じる学生 AIが演じる教員 AIが演じる相談役

グループ学修 ライティング学修 探求型学修

学
び
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
人
工
知
能
を
活
用

次
世
代
医
療
の
現
場
で
活
躍
で
き
る
医
療
人
育
成



AIが演じる学生との共生

▪ これから、４名の学生の間でグループワークをします。４名の学生を学生A、学生B、学生C、学生Dとします。学生のキャラクターは

下記のとおりです。

▪ 学生A：学生Aは薬学部１年生の男子学生です。得意科目は生物であり、成績も優秀である。父親が薬局を運営する薬剤

師であり、将来は、その薬局で勤務したいと考えている。中学の時は制服でした。

▪ 学生B：学生Bは看護学部１年生の女子学生です。得意とすることはコミュニケーションである。おじいちゃん子で、人にやさしい

が、ちょっと、気弱なところがある。中学の時は私服でした。

▪ 学生C：学生Cは栄養学部１年生の女子学生です。料理を得意としていて、特に、中華料理が得意です。高校の時に、中国

への留学経験もあり、現地で、中華料理を学んでいます。中学の時は自由服でしたが、制服を着ていました。

▪ 学生D：学生Dは医学部１年生の男子学生です。高校の時からすべての教科で特に優秀な成績を上げていて、難関大学の

医学部に入学しました。外科医を目指していて将来は大学病院に勤めたいという夢を持っています。中学の時は制服でした。

▪ 今回は、４名の学生の間で、「中学校で制服が良いのか私服が良いのか」をテーマとしたディベートをすることとなりました。まずは、

全員が自分の中学校生活で制服であったか私服であったかを振り返って、その体験談を話し合うことから始めます。そのあと、徐々に、

テーマに沿ったディスカッションを始めるという感じで、グループワークをしたとき、それぞれの学生が、どのような発言をするでしょうか。

▪ 学生A：〇〇〇〇〇〇

▪ 学生B：〇〇〇〇〇〇

▪ 学生C：〇〇〇〇〇〇

▪ 学生D：〇〇〇〇〇〇

▪ という形式でディスカッションを続けてください。１回の発言だけではなく、複数の発言を重ね、発言の中では、お互いの意見の感想も

含めてください。

3▪ 普段触れることがないような意見にも接することも可能に

事実と意見：「中学校で制服が良いのか私服が良いのか」をテーマとしたディベート



AIが演じる学生との共生

4▪ AIに対する批判的な観点を持つことの大切さに気づいてもらう
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AIが演じる教員との共生

5

gpt-4へのプロンプトとして、ルーブリック評価表に基づいた添削の指導方針を提示

Gtp-4が指導方針に沿って、学生ひとりひとりに個別最適化したレポート添削



AIが演じる教員との共生

6
▪ AIの回答に対する適度な信頼と健全な懐疑心を持って、批判的観点を培うこと
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AIが演じる相談役との共生

7▪ 自身の意見や考えを明確に表現し、AIが理解できる具体的な指示を出す
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AIが演じる相談役との共生

8▪ AIアバターなどの直感的なインターフェースを介してAIの回答を得ることも可能に

学生が目指す医療専門職を演じる生成AIが相談相手になる

医療 教育 産業 福祉 司法

A

B



最終アンケート

将来、薬剤師として働くときに、

AIとの共生で注意すべき点

AIを過信せず、人間のチェックと共存が重要であ

り、情報管理にも注意する。：49件

AIと共存する薬剤師は、患者とのコミュニケーショ

ンや個人情報保護に注意し、AIに頼りすぎず

自己研鑽を続けるべきである。：38件

AIは薬剤師のサポート役であり、コミュニケーション

能力や人間の判断は重要：30件

生成系AIを取り入れたことに

ついてどのように感じるか

AIの活用により、考えの幅が広がり、

新しい視点や発見が得られた。：63件

生成系AIを使った添削や質問応答が効率的

で新規性があり、学習に役立った。：39件

AIとの関わりを学び、医療現場での活用や

将来の薬剤師像を描くことができた。：33件

9▪ 批判的観点を持つことがAI活用スキルの修得につながるとの認識を醸成すること



むすび

生成系AIと共生した文章表現基盤教育の実践

生成系AIが演じる役割を教員が設定

学生

教員

相談役

学生自身が仕組みや革新性を体験

批判的視点 AIを使いこなす

10▪ nihei@hoku-iryo-u.ac.jp 二瓶 裕之

大学全体へのAI活用の醸成：APIサービスで学生AIディスカッションを体験
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